
地
域
の
救
急
病
院
の
脳
神
経
外
科
と
し
て
は
、

地
域
医
療
と
救
急
医
療
が
重
要
な
任
務
で
す
。
地

域
の
方
の
脳
と
神
経
を
守
る
こ
と
が
我
々
脳
神
経

外
科
医
の
生
き
が
い
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

主
要
な
画
像
診
断
な
ど

本
院
で
は
大
学
附
属
病
院
な
ら
で
は
の
高
度
で

専
門
的
な
画
像
診
断
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
適
し
た
検
査
方
法
が
あ
り

ま
す
の
で
、
専
門
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

C
T
…
脳
断
層
撮
影
で
す
。
造
影
剤
を
使
用
し
な

い
単
純
C
T
は
受
診
当
日
に
可
能
で
す
。
造
影

剤
に
よ
り
血
管
や
血
流
の
評
価
も
で
き
、
外
来

で
検
査
が
で
き
ま
す
。

M
R
I
…
磁
力
を
使
用
し
た
放
射
線
被
ば
く
の
な

い
分
解
能
の
高
い
診
断
法
で
す
。
造
影
剤
を
使

用
せ
ず
血
管
が
見
え
ま
す
。
神
経
の
機
能
や
脳

卒
中
の
危
険
性
を
評
価
す
る
た
め
の
新
し
い
撮

影
法
も
行
っ
て
い
ま
す
。

核
医
学
…
脳
の
形
で
は
な
く
、
血
流
、
代
謝
な
ど

の
機
能
を
評
価
し
ま
す
。
脳
卒
中
、
脳
腫
瘍
、

脳
挫
傷
な
ど
の
評
価
に
有
用
で
す
。
M
R
I
と

融
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
精
度
の
高
い
評

価
が
可
能
で
す
。
ま
た
年
齢
ご
と
の
正
常
値
と

比
較
し
て
、
統
計
解
析
画
像
も
作
成
し
て
い
ま

す
。

超
音
波
…
頸
動
脈
、
頭
蓋
内
血
管
を
超
音
波
で
評

価
で
き
ま
す
。
痛
み
も
な
く
放
射
線
被
ば
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。
全
身
の
動
脈
硬
化
の
評
価
も
で

き
ま
す
。

脳　

波
…
痙
攣
、
て
ん
か
ん
な
ど
の
異
常
電
気
活

動
の
評
価
が
で
き
ま
す
。

脳
動
脈
瘤
術
前
と
術
後
の
3
D
C
T
A

造
影
剤
の
静
脈
注
射
に
よ
り
外
来
で
も
撮
像
で

き
ま
す
。
矢
印
の
血
管
が
分
か
れ
る
部
分
に
動
脈

瘤
が
あ
り
、
手
術
に
よ
り
消
失
し
正
常
の
血
管
は

異
常
あ
り
ま
せ
ん
。

還
流
画
像

C
T
で
も

M
R
I
で
も

撮
像
で
き
、

脳
血
流
、
脳

血
液
量
、
通

過
時
間
な
ど

を
細
か
く
画

像
表
示
で
き

ま
す
。

上
の
図
は

造
影
剤
の
脳

内
通
過
時
間

を
示
し
、
通

過
す
る
時
間

が
早
い
ほ
ど

青
く
、
遅
い

ほ
ど
赤
く
表

示
さ
れ
ま

す
。
通
過
す

る
時
間
が
早
い
と
は
空
い
て
い
る
高
速
道
路
を
流

れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
血
流
が
良
好
を
意
味

し
ま
す
。
通
過
時
間
が
遅
い
と
は
道
路
が
渋
滞
し

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
血
流
状
態
は
悪
い
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

脳
動
脈
瘤
の
顕
微
鏡
手
術

右
：
右
内
頚
動

脈
瘤
の
顕
微
鏡

手
術　

赤
矢
印

は
動
脈
瘤
近
傍

の
内
頚
動
脈
か

ら
出
る
運
動
神

経
を
栄
養
す
る

大
切
な
動
脈
で

す
。
動
脈
の
形

は
見
え
ま
す

が
、
血
流
は
見

え
ま
せ
ん
。

左
：
術
中
蛍
光

血
管
造
影　

静

脈
注
射
に
よ
り

血
流
が
映
し
出

さ
れ
、
血
流
の

あ
る
動
脈
瘤
と

正
常
動
脈
が
描

出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
後
、
動
脈

瘤
を
閉
塞
さ

せ
、
２
度
目
の
術
中
蛍
光
血
管
造
影
で
動
脈
瘤

完
全
閉
塞
を
確
認
で
き
、
安
全
で
確
実
な
手
術

が
で
き
ま
す
。

脳
腫
瘍
症
例

左
：
通
常
の
M
R
I

右
：
M
R
I
と
核
医
学
S
P
E
C
T
と
の
融
合
画

像

　

悪
性
ほ
ど
、
血
流
が
多
い
ほ
ど
赤
く
な
り
ま
す
。

　

核
医
学
S
P
E
C
T
は
脳
腫
瘍
の
良
性
悪
性
の

鑑
別
、
血
流
の
評
価
に
有
用
で
、
M
R
I
と
融

合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
精
度
の
高
い
画
像

が
得
ら
れ
ま
す
。

脳
腫
瘍
症
例
の
運
動
神
経
描
出
M
R
I

分
子
拡
散
の
方
向
を
画
像
化
す
る
M
R
I
の
撮

像
法
に
よ
り
、
薬
剤
も
使
用
せ
ず
、
放
射
線
被
ば

く
も
な
く
、
ま
っ
た
く
無
害
で
神
経
線
維
を
描
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

黄
色
の
線
が
運
動
神
経
で
、
脳
腫
瘍
に
よ
り
圧

迫
さ
れ
、
半
身
麻
痺
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
運
動

神
経
を
損
傷
し
な
い
よ
う
に
脳
腫
瘍
摘
出
手
術
を

行
い
、
半
身
麻
痺
は
改
善
し
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
、
脳
血
管
障
害 (

脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
く

も
膜
下
出
血
な
ど)

日
本
人
の
３
大
死
因
の
一
つ
で
、
後
遺
症
を
残

す
病
気
と
し
て
は
最
も
多
い
も
の
で
す
。
く
も
膜

下
出
血
で
は
頭
痛
が
あ
り
ま
す
が
、
脳
梗
塞
で
は

あ
ま
り
頭
痛
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
足
に
力
が
入
ら
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あ
な
た
の
脳
を
守
り
ま
す
。

脳
神
経
外
科
の
紹
介

術前 術後

動脈瘤

内頚動脈

動脈瘤

内頚動脈

M
R
還
流
画
像
（
慢
性
硬
膜
下
血
腫
例
）

C
T
還
流
画
像
（
脳
梗
塞
例
）



な
い
、
感
覚
が
な
い
、
言
葉
が
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ

な
い
、
物
が
よ
く
見
え
な
い
と
い
っ
た
症
状
が
急

に
出
現
し
た
場
合
は
脳
卒
中
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
様
子
を
見
な
い
で
、
早
め
に
当
科
を
受
診
下

さ
い
。
本
院
で
は
脳
神
経
外
科
学
会
専
門
医
に
よ

る
外
来
を
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。
脳
神
経
外
科
専

門
医
に
よ
る
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
と
最
新
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
利
用
し
た
遠
隔
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
、
夜
間
休
日
の
救
急
医
療
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。
脳
卒
中
は
時
間
と
の
勝
負
で
す
。
早
期
に

適
切
に
治
療
す
る
こ
と
に
よ
り
、
救
命
で
き
、
後

遺
症
を
軽
く
で
き
ま
す
。
本
院
は
最
新
式
C
T
と

脳
血
管
造
影
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。
少
な
い
患

者
負
担
と
短
い
検
査
時
間
で
、
詳
細
な
３
次
元
立

体
画
像
が
得
ら
れ
、
正
確
に
病
変
を
把
握
し
、
安

全
に
治
療
が
で
き
ま
す
。

脳
動
脈
瘤
、
脳
動
脈
狭
窄
、
脳
内
出
血
な
ど

で
は
必
要
に
応
じ
て
手
術
を
お
勧
め
し
ま
す
。
手

術
で
は
後
遺
症
が
最
小
限
に
な
る
よ
う
に
、
必
要

に
応
じ
て
電
気
生
理
学
モ
ニ
タ
ー
、
ド
ッ
プ
ラ
ー

血
流
計
、
術
中
蛍
光
血
管
造
影
な
ど
を
手
術
中
に

行
っ
て
い
ま
す
。
本
院
脳
神
経
外
科
で
は
脳
や
血

管
の
形
だ
け
で
は
な
く
、
脳
血
流
や
脳
機
能
を
見

な
が
ら
、
手
術
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
安
全

で
効
果
的
な
手
術
が
で
き
ま
す
。
脳
血
管
内
手
術

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
病
気
が
重

く
、
後
遺
症
が
残
っ
た
場
合
は
急
性
期
よ
り
専
属

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。
長
期

療
養
が
必
要
な
場
合
は
リ
ハ
ビ
リ
病
院
を
ご
紹
介

し
た
り
、
在
宅
医
療
を
お
勧
め
し
ま
す
。
転
院
、

福
祉
な
ど
に
関
し
て
は
専
属
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

脳
腫
瘍

頭
蓋
内
に
は
様
々
な
腫
瘍
が
発
生
し
、
そ
の
診

断
治
療
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肺
が
ん
、
胃

が
ん
、
乳
が
ん
な
ど
は
脳
に
転
移
す
る
可
能
性
も

高
い
で
す
。
本
院
で
は
超
電
導
M
R
I
は
も
ち
ろ

ん
、
還
流
画
像
、
拡
散
強
調
画
像
、
核
医
学
検
査

な
ど
の
最
新
の
放
射
線
診
断
機
器
と
画
像
処
理
技

術
を
駆
使
し
て
診
断
し
評
価
し
ま
す
。
必
要
で
あ

れ
ば
顕
微
鏡
、
電
気
生
理
学
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を
駆

使
し
て
精
密
な
手
術
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
必
要

で
あ
れ
ば
放
射
線
治
療
、
薬
物
治
療
、
免
疫
療
法

な
ど
を
行
い
ま
す
。
外
来
で
も
治
療
を
継
続
で
き

ま
す
。
筑
波
大
学
附
属
病
院
な
ど
で
脳
腫
瘍
の
経

験
を
多
く
有
す
る
が
ん
治
療
専
門
医
が
診
療
に
当

た
り
ま
す
。
よ
り
高
度
、
特
殊
な
診
療
を
必
要
と

す
る
患
者
さ
ん
は
必
要
に
応
じ
て
筑
波
大
学
病
院

な
ど
と
連
携
し
、
最
新
の
臨
床
治
験
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

頭
部
外
傷
（
脳
挫
傷
、
硬
膜
下
出
血
な
ど
）

高
齢
者
で
は
軽
度
の
頭
部
打
撲
で
も
頭
蓋
内
に

出
血
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
頭
痛
、
ふ
ら

つ
き
、
物
忘
れ
な
ど
あ
れ
ば
、
早
め
に
受
診
下
さ

い
。
短
時
間
の
手
術
で
改
善
し
ま
す
。

重
症
の
脳
挫
傷
や
頭
蓋
内
出
血
に
対
し
て
は
脳

圧
モ
ニ
タ
ー
、
低
体
温
療
法
、
開
頭
手
術
な
ど
最

先
端
の
治
療
と
集
中
管
理
を
行
い
ま
す
。
後
遺
症

が
残
っ
て
も
、
よ
り
早
期
に
回
復
す
る
よ
う
に
リ

ハ
ビ
リ
、
薬
物
治
療
な
ど
を
行
い
ま
す
。

一
次
性
頭
痛

片
頭
痛
、
緊
張
型
頭
痛
な
ど
は
的
確
な
診
断
が

必
須
で
す
。
鎮
痛
剤
は
原
因
治
療
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
鎮
痛
剤
を
飲
ん
で
い
て
は
、
原
因
が
治

ら
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
診
断
治
療
が
よ
り
困
難

に
な
り
ま
す
。
症
状
が
あ
れ
ば
、
早
期
に
本
院
の

頭
痛
外
来
を
受
診
く
だ
さ
い
。
詳
細
な
問
診
と
必

要
に
応
じ
た
検
査
で
診
断
を
行
い
、
薬
物
治
療
、

生
活
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
最
近
、
薬
物
治
療

は
急
速
に
進
歩
し
て
お
り
、
頭
痛
に
よ
っ
て
は
特

効
薬
や
予
防
薬
が
あ
り
、
個
人
に
応
じ
た
適
切
な

治
療
が
可
能
で
す
。
本
院
で
は
頭
痛
学
会
専
門
医

に
よ
る
頭
痛
外
来
を
毎
週
月
、
水
午
前
に
行
っ
て

い
ま
す
。
脳
腫
瘍
、
脳
卒
中
な
ど
の
鑑
別
も
行
い

ま
す
。

物
忘
れ
、
め
ま
い
、
ふ
る
え
、
歩
行
障
害

こ
れ
ら
は
様
々
な
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
脳
の

異
常
を
心
配
さ
れ
る
方
は
脳
神
経
外
科
を
受
診
く

だ
さ
い
。
脳
卒
中
な
ど
の
有
無
を
診
断
し
ま
す
。

初
期
の
認
知
症
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
あ
れ
ば
当

科
で
診
療
し
ま
す
。
神
経
内
科
、
心
療
内
科
な
ど

よ
り
専
門
が
望
ま
し
い
場
合
は
必
要
に
応
じ
て
紹

介
し
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク

脳
動
脈
瘤
、
脳
梗
塞
、
脳
腫
瘍
な
ど
症
状
が
な

く
と
も
脳
の
病
気
は
進
行
し
ま
す
。
脳
の
障
害
が

起
き
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
で
す
。
現
代
の
医
学
で

は
発
症
前
に
病
気
を
見
つ
け
出
し
て
、
治
療
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
期
に
発
見
さ
れ
る
ほ
ど
、

治
療
も
簡
単
で
患
者
さ
ん
も
楽
で
す
。
脳
動
脈
瘤

は
働
き
盛
り
の
若
い
人
に
も
で
き
ま
す
。
本
院
で

は
脳
卒
中
予
防
を
主
な
目
的
に
脳
ド
ッ
ク
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
複
数
の
脳
神
経
外
科
学
会
専

門
医
に
よ
り
検
査
結
果
を
検
討
し
、
報
告
し
ま
す
。

頭
痛
、
め
ま
い
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
は
勿
論
、

症
状
が
な
く
と
も
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
家
族
歴
な

ど
の
危
険
因
子
が
あ
る
方
は
受
診
を
お
勧
め
し
ま

す
。
異
常
が
あ
っ
た
方
に
は
面
談
し
て
結
果
を
説

明
し
、
必
要
な
追
加
診
療
を
行
い
ま
す
。
本
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来

当
科
で
は
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
は
前
医
で

の
診
断
や
治
療
を
別
の
医
師
が
評
価
す
る
も
の
で

す
。
よ
っ
て
原
則
と
し
て
本
院
で
の
検
査
や
治
療

は
あ
り
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
外
来
と
称
し
て
、
他
院
か
ら
の
患
者
に
自
院

で
の
治
療
を
勧
め
る
マ
ナ
ー
を
知
ら
な
い
礼
儀
知

ら
ず
の
病
院
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ル
ー
ル
違

反
で
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
は
あ
く
ま
で
意
見
を

述
べ
て
終
わ
り
で
す
。
本
院
で
の
検
査
や
治
療
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
通
常
の
外
来
を
受
診
く
だ

さ
い
。
前
医
か
ら
の
紹
介
状
、
資
料
な
ど
が
あ
る

と
助
か
り
ま
す
が
、
な
く
て
も
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
場
合
は
問
診
、
診
察
で
わ
か
る
範
囲
内
で
お

答
え
し
ま
す
。

全
員
が
日
本
脳
神
経
外
科
学
会
専
門
医
で
、
脳

卒
中
学
会
、
頭
痛
学
会
、
癌
治
療
学
会
な
ど
の
専

門
医
も
取
得
し
て
い
ま
す
。
各
医
師
の
経
歴
、
資

格
、
業
績
な
ど
詳
細
は
水
戸
協
同
病
院
、
筑
波
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

脳
神
経
外
科
医
師
ス
タ
ッ
フ

柴田　靖
筑波大学水戸地域医療
教育センター准教授
水戸協同病院脳神経外
科部長

遠藤　聖
筑波大学水戸地域医療
教育センター講師

石川　栄一
筑波大学脳神経外科講
師 非常勤

坂本　規彰
筑波大学脳神経外科大
学院　非常勤

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
は
本
院
に
お
け
る

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
普
及
、
活
用
の
た
め
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
定
例
委
員
会
を
行
い
、

毎
回
議
事
録
を
交
代
で
作
成
し
、
参
加
で
き
な

か
っ
た
委
員
に
も
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
あ
り
ま
す
。

４
月
か
ら
委
員
長
が
柴
田
に
交
代
し
た
の
で
、

ま
ず
現
状
で
の
本
院
に
お
け
る
パ
ス
の
稼
働
状

況
、
活
用
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
現
場
で
問
題

の
あ
る
パ
ス
に
関
し
て
は
、
パ
ス
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
、
現
場
で
の
運
用
を
議
論
し
、
改
善
し
ま

し
た
。
新
設
さ
れ
た
脳
神
経
外
科
よ
り
２
種
類
の

パ
ス
が
新
た
に
承
認
さ
れ
、
現
場
で
の
使
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
既
存
パ
ス
の
修
正
も
委
員

会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

本
院
に
お
け
る
パ
ス
の
問
題
点
は
電
子
オ
ー
ダ

リ
ン
グ
が
部
分
的
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
紙
伝
票

と
併
用
で
あ
る
こ
と
、
電
子
パ
ス
が
導
入
さ
れ
て

お
ら
ず
、
紙
パ
ス
で
あ
る
こ
と
、
現
在
稼
働
中
の

多
く
の
パ
ス
が
電
子
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
導
入
前
に
作

成
さ
れ
た
パ
ス
で
あ
る
こ
と
、
全
体
と
し
て
は
パ

ス
の
普
及
は
低
い
こ
と
な
ど
で
す
。
よ
っ
て
現
場

で
は
混
乱
や
問
題
も
発
生
し
て
お
り
、
パ
ス
委
員

会
が
調
整
し
て
い
ま
す
。
パ
ス
は
う
ま
く
作
成
し

て
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
職
種
が
情
報

を
共
有
で
き
、
無
駄
な
仕
事
が
な
く
な
り
、
定
型

的
な
日
常
業
務
が
楽
に
な
り
ま
す
。
忙
し
い
市
中

救
急
病
院
で
あ
る
ほ
ど
パ
ス
の
有
用
性
は
上
が
り

ま
す
。
今
後
パ
ス
の
有
用
性
を
周
知
さ
せ
て
い
く

こ
と
も
パ
ス
委
員
会
の
仕
事
で
す
。
今
後
は
電
子

パ
ス
の
導
入
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を

う
ま
く
活
用
す
る
た
め
に
も
現
時
点
で
紙
パ
ス
を

う
ま
く
運
用
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
２
０
１
０
年
度
よ
り
本
院
で
も
脳
卒
中
地

域
連
携
パ
ス
加
算
が
取
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
本
年
度
は
外
部
講

師
を
招
聘
し
て
パ
ス
委
員
会
主
催
の
講
演
会
を
２

つ
行
い
ま
し
た
。

12
月
８
日
㈫

　

電
子
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
説
明
会

　

講
師　

キ
ャ
ノ
ン
I
T
S
メ
デ
ィ
カ
ル
社

３
月
９
日
㈫

地
域
連
携
パ
ス
講
演
会

　

脳
卒
中
地
域
連
携
パ
ス
に
つ
い
て

　

講
師　

志
村
大
宮
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　

茨
城
県
央
県
北
脳
卒
中
地
域
連
携
パ
ス
研
究
会

　

理
学
療
法
士　

梅
澤　

健　

先
生

今
後
も
院
内
の
パ
ス
の
整
備
、
普
及
に
努
め
、

内
外
の
講
師
に
よ
る
講
演
会
や
パ
ス
の
学
会
発
表

な
ど
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
度
パ
ス
委
員
会
最
終
メ
ン
バ
ー

（
年
度
途
中
で
交
代
等
あ
り
）

医
局　

柴
田
、看
護
部　

原
田
、萩
谷
、仲
野
谷
、

富
田
、
井
上
、
海
老
根
、
千
葉
、
川
島
、
杉
山
、

渡
辺
、
放
射
線　

藤
野
、
薬
剤　

廣
木
、
栄
養

間
宮
、
リ
ハ
ビ
リ　

藤
沼
、
検
査　

原
田
、
医

事
課　

大
曽
根

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
委
員
長　

柴
田　

靖

２
０
０
９
年
度
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
活
動
報
告



あ
る
特
定
の
物
質
に
対
し
て
体
が
必
要
以
上

に
拒
否
反
応
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
を
「
ア

レ
ル
ギ
ー
」
と
呼
び
ま
す
。
鼻
に
は
、
呼
吸
と

と
も
に
侵
入
し
て
来
た
異
物
を
即
座
に
鼻
水
に

包
ん
で
跳
ね
返
す
と
い
う
大
切
な
防
御
機
能
が

備
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
働
き
が
敏
感
に
な

り
過
ぎ
た
状
態
が
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
」
で

す
。
中
で
も
、ス
ギ
花
粉
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー

は
「
ス
ギ
花
粉
症
」
と
呼
ば
れ
、
最
近
で
は
茨

城
県
民
の
約
４
人
に
１
人
は
ス
ギ
花
粉
に
対
す

る
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
水
戸
周
辺
で
は
毎
年
２
月
中
旬
、
ち
ょ
う

ど
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
あ
た
り
か
ら
本
格
的
な

花
粉
の
飛
散
が
開
始
し
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、

鼻
づ
ま
り
な
ど
の
症
状
と
と
も
に
、
睡
眠
障
害

や
集
中
力
・
判
断
力
・
作
業
能
率
の
低
下
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

花
粉
症
対
策
の
基
本
は
「
抗
原
回
避
」、
す

な
わ
ち
花
粉
を
体
に
近
づ
け
な
い
こ
と
で
す
。

外
出
の
際
に
マ
ス
ク
と
眼
鏡
の
着
用
が
効
果
的

で
す
。
ま
た
、
不
繊
布
で
で
き
た
市
販
の
マ
ス

ク
は
廉
価
な
も
の
で
も
90
％
以
上
の
花
粉
を
除

去
で
き
ま
す
。
帰
宅
時
に
は
玄
関
先
で
上
着
を

脱
ぐ
の
も
花
粉
を
持
ち
込
ま
な
い
工
夫
の
ひ
と

つ
で
す
。

し
か
な
が
ら
、
通
常
の
社
会
生
活
を
行
う
上

で
完
全
な
「
抗
原
回
避
」
を
達
成
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
、
特
に
屋
外
で
の
お
仕
事
が
多
い
皆

様
に
と
り
ま
し
て
は
、
こ
の
時
期
の
ご
苦
労
は

相
当
な
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

実
際
の
と
こ
ろ
は
花
粉
症
の
治
療
の
中
心
は

「
薬
物
療
法
」
で
す
。
花
粉
症
に
用
い
ら
れ
る

薬
に
は
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
抗
ロ
イ
コ
ト
リ

エ
ン
薬
な
ど
十
数
種
類
の
内
服
薬
が
あ
り
、
外

用
薬
と
し
て
は
ス
テ
ロ
イ
ド
、
血
管
収
縮
薬
、

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
な
ど
の
点
鼻
・
点
眼
薬
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
に
は
効
能
に
特
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
鼻
の
中
の
様
子
（
粘
膜
の
腫

れ
具
合
や
色
調
、
鼻
汁
の
量
な
ど
）
と
自
覚
症

状
（
鼻
づ
ま
り
型
な
の
か
、
く
し
ゃ
み
・
鼻
汁

型
な
の
か
）、
患
者
様
の
背
景
（
運
転
や
危
険

な
作
業
に
従
事
し
て
い
る
か
、
他
の
薬
と
の
相

互
作
用
に
つ
い
て
な
ど
）
を
十
分
考
慮
し
た
上

で
、
個
々
の
患
者
様
に
と
っ
て
最
も
適
切
な
薬

を
選
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

治
療
開
始
の
時
期
と
し
ま
し
て
は
、
花
粉
の
飛

散
開
始
の
２
週
間
ほ
ど
前
（
水
戸
周
辺
で
は
２

月
初
旬
）
か
ら
内
服
し
、
本
格
的
な
飛
散
に
備

え
て
助
走
を
つ
け
て
お
く
方
法
が
最
も
効
果
的

で
す
。

ま
た
、
鼻
粘
膜
の
腫
脹
が
特
に
強
く
薬
物
療

法
の
効
果
が
弱
い
場
合
や
薬
物
を
飲
め
な
い
事

情
の
あ
る
患
者
様
に
対
し
て
は
「
レ
ー
ザ
ー
」

を
用
い
た
手
術
が
お
す
す
め
で
す
。
鼻
の
穴
か

ら
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
照
射
し
粘
膜
を
変
性
・
収

縮
さ
せ
鼻
づ
ま
り
や
鼻
汁
を
軽
減
さ
せ
る
手
術

で
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
運
転
手
さ
ん
、
受

験
生
な
ど
薬
物
に
よ
る
眠
気
や
集
中
力
低
下
で

お
困
り
の
方
、
こ
れ
か
ら
妊
娠
を
お
考
え
の
方

な
ど
に
お
薦
め
で
す
。
効
果
の
持
続
時
間
に
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
短
い
人
で
１
シ
ー
ズ

ン
、
長
い
人
で
５
、６
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
処
置

中
は
多
少
こ
げ
臭
い
感
じ
も
あ
り
ま
す
が
、
副

作
用
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
所
要
時
間
は
30
分
程

で
、
も
ち
ろ
ん
健
康
保
険
の
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

耳
鼻
咽
喉
科
部
長　

秋
月　

浩
光

本
セ
ン
タ
ー
内
分
泌
代
謝
・
糖
尿
病
内
科
長
の

曽
根
博
仁
教
授
が
、
２
０
１
０
年
５
月
27
日
に
、

岡
山
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
糖
尿
病
学
会
総
会
に

お
い
て
、
本
学
会
賞
で
あ
る
「
リ
リ
ー
賞
」
を
受

賞
し
、
受
賞
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
は
、
50
年
以
上
の
歴
史
と
１
６
０
０
０
人

以
上
の
会
員
数
を
有
し
、
本
賞
は
、
糖
尿
病
に
関

す
る
特
に
優
秀
な
研
究
業
績
を
発
表
し
た
研
究
者

に
年
一
回
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
す
。

受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
研
究
は
「
日
本
人
糖
尿

病
患
者
の
特
徴
と
病
態
に
関
す
る
臨
床
疫
学
的
研

究
」
で
す
。

こ
れ
は
、
日
本
人
患
者
さ
ん
に
適
し
た
治
療
法

開
発
の
基
礎
と
な
る
日
本
人
と
欧
米
人
の
糖
尿
病

の
性
質
の
違
い
を
示
し
、
さ
ら
に
食
事
や
運
動
を

中
心
と
し
た
生
活
習
慣
教
育
が
、
糖
尿
病
患
者
さ

ん
に
お
い
て
脳
卒
中
の
発
生
を
減
ら
せ
る
こ
と
を

世
界
で
初
め
て
示
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

曽
根
教
授
は
「
当
セ
ン
タ
ー
研
究
室
で
は
、
他

に
も
多
く
の
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
最
新
成
果
が
患
者
さ
ん
の
診
療

や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
き
ち
ん
と
通
院
し
て
食
事
や
運
動
に
気

を
つ
け
た
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
合
併
症
が
少
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
、
患
者
さ
ん
に
や
る
気
が
で
る

よ
う
な
研
究
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
患
者
の
皆
さ
ん
も
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

｢
ス
ギ
花
粉
症｣

の
治
療

薬
物
治
療
と

レ
ー
ザ
ー
治
療
に
つ
い
て

｢
ス
ギ
花
粉
症｣

の
治
療

薬
物
治
療
と

レ
ー
ザ
ー
治
療
に
つ
い
て

本
セ
ン
タ
ー
内
分
泌
代
謝
・
糖
尿
病
内
科
の
曽
根
教
授
が
糖
尿
病
学
会
賞
を
受
賞

当
院
内
分
泌
代
謝
・
糖
尿
病
内
科
（
科
長
：
曽

根
博
仁
筑
波
大
学
教
授
）
の
宜
保
英
彦
医
師
が
、

第
10
回
日
本
内
分
泌
学
会
関
東
甲
信
越
支
部
学
術

集
会
（
平
成
22
年
７
月
３
日
、
於
：
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）
に
お
い
て
優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
副
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
と
類
似

疾
患
と
の
診
断
に
お
け
る
鑑
別
の
重
要
性
を
指
摘

し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

内
分
泌
代
謝
・
糖
尿
病
内
科
の

宜
保
医
師
が
優
秀
演
題
賞
を
受
賞

６
月
26
日
（
土
）
に
茨
城
県
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
優
良
看
護
職
員
と
し
て
看
護
協
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
協
会
長
賞
の
表
彰
基
準
は
、
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
の
免
許
取
得
後
20
年

以
上
看
護
業
務
に
従
事
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
県

内
に
15
年
以
上
就
業
し
て
い
る
者
。
ま
た
就
業
態

度
が
勤
勉
で
、
か
つ
人
格
が
高
潔
で
あ
り
他
の
模

範
で
あ
る
者
。
看
護
業
務
の
啓
発
、
看
護
技
術
の

改
善
ま
た
は
看
護
職
員
の
指
導
養
成
に
つ
い
て
功

績
顕
著
な
者
。
年
齢
が
45
才
以
上
の
者
な
ど
の
選

出
基
準
が
あ
り
ま
す
。

県
内
の
看
護
職
の
方
18
名
が
受
賞
を
受
け
ま
し

た
。
受
賞
を
受
け
て
の
感
想
は
、「
今
ま
で
多
く

の
人
達
と
か
か
わ
り
自
分
自
身
が
成
長
で
き
た
こ

と
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
の
向
上
心
に
心
打
た
れ
た
こ

と
」
な
ど
思
い
出
深
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。
常
に

ス
タ
ッ
フ
の
向
上
心
を
か
き
た
て
、
見
守
り
大
切

に
し
て
く
れ
る
姿
勢
は
素
敵
で
す
ね
。
名
誉
あ
る

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
野
副
看
護
部
長
が
看
護
協
会
長
賞
を
受
賞



４
月
か
ら
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
配
属
に
な
り

ま
し
た
、
江
波
戸
友
香
と
申
し
ま
す
。

入
職
し
て
早
２
ヶ
月
、
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
保

健
師
と
し
て
働
け
る
こ
と
に
日
々
、
喜
び
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
緊
張
の
連
続
で
す
が
、

職
場
の
皆
様
の
優
し
く
温
か
な
ご
指
導
の
も
と
毎

日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
知
識
や
技
術
、
人
間
性

を
み
が
き
、
受
診
者
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
と
と

も
に
、
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

保
健
師
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
自
己
研
鑽

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、
今
後
と
も
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

江
波
戸
友
香

新
任
の
澤
畠
絵
里
加
で
す
。

趣
味
は
、
音
楽
鑑
賞
・
テ
ニ
ス
で
す
。
体
を
動

か
す
こ
と
が
好
き
で
、
健
康
の
た
め
に
も
休
み
の

日
に
は
運
動
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
社
会
人

と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

１
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
、
地
域
の
皆
様
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

検
査
部　

澤
畠
絵
里
加

検
査
部
に
入
職
し
ま
し
た
、
木
村
祥
子
で
す
。

趣
味
は
旅
行
と
運
動
で
す
。
休
日
の
高
速
道
路

１
０
０
０
円
に
よ
る
渋
滞
に
も
負
け
ず
、
出
か
け

て
い
ま
す
。
先
日
も
草
津
に
行
き
ま
し
た
が
、
早

く
北
関
東
道
が
全
線
開
通
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
運
動
は
、
最
近
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
よ

く
や
っ
て
い
ま
す
。
冬
に
は
ボ
ー
ド
に
も
行
く
の

で
、
行
く
方
は
ぜ
ひ
誘
っ
て
く
だ
さ
い
。

協
同
病
院
で
は
、
１
つ
で
も
多
く
の
知
識
や
技

術
を
身
に
付
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
笑
顔
で

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

検
査
部　

木
村
祥
子

歴
史
と
納
豆

水
戸
に
越
し
て
き
て
早
く
も
１
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
ち
ら
に
来
る
こ
と
に
な
り
、
最
初
に
思
い

浮
か
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
は
や
は
り
納
豆
。
毎
日
欠
か

さ
ず
食
べ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

い
ま
ま
で
、
水
戸
の
納
豆
は
き
っ
と
特
別
お
い

し
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
何
気
な
く

食
べ
て
き
ま
し
た
が
、
な
ぜ
水
戸
の
納
豆
は
こ
ん

な
に
有
名
な
の
で
し
ょ
う
。
一
説
に
よ
る
と
、
八

幡
太
郎
と
し
て
も
知
ら
れ
る
源
義
家
が
後
三
年
の

役
（
１
０
８
３
年
）
の
時
、
奥
州
に
向
か
う
途
中
、

水
戸
市
渡
里
町
の
一
盛
長
者
の
屋
敷
に
泊
ま
っ
た

折
に
馬
の
飼
料
で
あ
る
煮
豆
の
残
り
か
ら
糸
ひ
き

納
豆
が
で
き
た
、
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
る
の

だ
そ
う
で
す
。
奥
州
と
は
わ
が
故
郷
岩
手
県
。
水

戸
生
ま
れ
の
納
豆
に
さ
ら
に
親
し
み
を
感
じ
て
き

ま
し
た
。

食
べ
物
に
も
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
故
郷
や
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
せ
い
ぜ
い
水
戸
黄
門
の
時
代
か

ら
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
水
戸
納
豆
の
歴
史
は

１
０
０
０
年
近
く
と
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
長

さ
で
、
そ
れ
だ
け
水
戸
の
み
な
さ
ん
に
長
く
守
ら

れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
も
身
近
な
食
べ
物
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
と
今
ま
で
何
気
な
く
食
べ

て
い
た
物
も
少
し
違
っ
て
見
え
、
も
っ
と
お
い
し

く
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

栄
養
部　

齋
藤　

あ
き

食
べ
物
の
話
…
蒜そ

う
み
ょ
う苗

（
に
ん
に
く
の
芽
）

に
ん
に
く
の
芽
は
、
に
ん
に
く
の
球
に
栄
養
が

い
く
よ
う
に
球
か
ら
切
り
取
っ
た
若
い
茎
で
す
。

旬
は
５
月
上
旬
か
ら
中
旬
と
短
い
の
で
す
が
、
一

年
中
出
回
っ
て
い
る
の
で
う
ま
く
利
用
し
た
い
食

材
で
す
。

今
回
は
、
に
ん
に
く
の
芽

を
お
い
し
く
調
理
す
る
た
め

の
こ
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
に

ん
に
く
の
芽
を
塩
茹
で
し
た

後
、
細
い
方
を
親
指
と
人
差
し

指
で
つ
ま
み
皮
を
む
き
ま
す
。
皮
が
つ
い
た
ま

ま
だ
と
噛
み
切
れ
ず
筋
っ
ぽ
さ
が
口
に
残
り
ま
す

が
、
こ
の
ひ
と
手
間
を
加
え
る
こ
と
で
柔
ら
か
く

お
い
し
く
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

に
ん
に
く
の
芽
は
に
ん
に
く
と
同
じ
よ
う
に
、

ビ
タ
ミ
ン
B1
の
吸
収
を
良
く
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
B1
の
豊
富
な
豚
肉
と
一
緒
に
、

肉
巻
き
や
炒
め
物
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

栄
養
部

飛
田　

修

■ 

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■ 

検
査
部

■ 

栄
養
部

平
成
22
年
４
月
よ
り
、
国
の

助
成
に
基
づ
く
「
新
人
看
護
職

員
研
修
事
業
」
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
な
り
、
当
院
で
も
研
修
体

制
を
構
築
し
研
修
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
６
月
19

日
に
他
施
設
の
新
人
看
護
師
と

と
も
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト
「
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
解

釈
と
そ
の
意
義
」
に
つ
い
て
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
当
院
の
教
育
セ
ン

タ
ー
教
授　

徳
田　

安
春
先
生

で
す
。

講
義
と
演
習
で
２
時
間
の
楽

し
い
研
修
会
で
し
た
。

参加申し込みは8月13日までにe-メールまたはFAXにてお申し込みください。FAX申し込
み用紙は病院ホームページからプリントアウトして下さい。e-メールのご利用の方は
メールアドレス　shomu310@abox.so-net.ne.jp　件名「8月21日スポーツ医学セミナー」
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